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⾐笠達也

2013年12⽉25⽇

⼤阪本社�⼤阪府⼤阪市中央区⽡町4-4-7�おおきに御堂筋⽡町ビル�5F

東京⽀社�東京都港区港南2-16-1�品川イーストタワー4階

ベトナム⽀社 30M(142/13)�duong�Ngo�Tat�To,�Phuong�22,�Binh�Thanh

District,HCMC,�Vietnam

06-7777-2686

宿泊施設の無⼈クラウド型運営及びリース事業

開発コンサルティング事業

デザイン・設計・施⼯事業 「リノぐら」

不動産事業

国⼟交通⼤⾂（01）第F00365号

https://grapp.co.jp/company/�

株式会社クリーンサービスジャパン

▶�ファーストキャビン等ホテルの清掃事業

会社名

代表取締役

設⽴

所在地

TEL

事業内容

住宅宿泊管理業者登録番号

HP

関連会社

Company Profile����
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“無⼈ホテル運営で未来の宿泊体験を創造する�

Our business�たちについて

宿泊施設運営事業∕業務委託 宿泊施設運営事業∕リース デベロップ事業
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�  棟  �   室

沖縄
2 102

�  棟  �   室

⼤阪
45 557

�  棟  �   室

京都
9 89

�  棟  �   室

兵庫
1 1

�  棟  �   室

滋賀
1 1

�  棟  �   室

静岡
2 2

�  棟  �   室

東京
1 3

�  棟  �   室

千葉
2 17

List of managed properties��物件⼀�
ホテル・⺠泊

運営サポート物件実績数

約200棟/1,500室

東京都/千葉県/⽯川県/静岡県
⼤阪府/京都府/奈良県/兵庫県/滋賀県
⾹川県/沖縄県

実績エリア

オペレーション
対応⾔語：
⽇本語/英語/中国語/韓国語/ベトナム語

※24時間365⽇サポート
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Achievementsクライアント（アライアンス）��
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Vision [ビジョン]

Values [価値観]

Mission・Vision・ValueMVV

Mission [使命]

持続可能な無⼈運営で宿泊業界に⾰新をもたらす
私たちの使命は、無⼈運営を通じて物件オーナー様の収益を最⼤化し、お客様には最先
端の宿泊体験を提供することです。
効率的で⾼収益な不動産活⽤を実現し、宿泊業界に新たな価値を創出します。

無⼈運営で宿泊業界をリードしインバウンド⼤国の実現を⽬指す
私たちは、最先端の無⼈運営を通じて、宿泊施設運営の常識を変え、業界をリードしま
す。物件オーナー様の収益を向上させることで、⽇本をインバウンド⼤国へと成⻑さ
せ、世界中の旅⾏者にユニークで快適な滞在を提供する未来を⽬指します。

収益最⼤化を⽬指すパートナーシップで成功を実現する
私たちは物件オーナー様の収益最⼤化を最優先に、結果にこだわるサービスを提供して
います。無⼈運営を含む柔軟な戦略のもと、収益性を⾼める⾰新的な運営⼿法を追求し
続けるとともに、効率的で安定した体制を整え、⻑期的な成⻑を⽀援します。また、オ
ーナー様との信頼に基づいたパートナーシップを重視し、共に最適な収益モデルを構築
することを⽬指しています。

Mission

Vision

Values
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Business revenue事業��
このグラフは、当社の収益推移を⽰しています。収益は、売上⾼に基づいており、コロナ禍以後、年々着実に成⻑して
います。このグラフは、当社の経営戦略が収益性と持続可能な成⻑に向けて効果的であることを⽰しています。

収益 単位：百万円 収益予測 単位：百万円

3年で約６６倍

23億
18億

13億

11億

5.8億
1.8億
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Our service事業内�
宿泊施設の無⼈クラウド型運営：概要

ホテルやアパートメントホテル・⺠泊施設などの宿泊施設をワンストップでクラウド運営・管理する「クラウド型ホテルオペレーション」
を提供しております。ホテルの省⼈化・無⼈化を図り、損益分岐点が低くローコストで丁寧な宿泊施設運営を実現します。
各予約サイトでの集客、レベニューマネジメント、web業務から、ゲスト対応、清掃管理、売上管理等の施設管理全般を⾏います。
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業務委託

▶�オーナー様や物件所有者様から運営、管理を「委託」し運営代⾏

A
リース

B

▶�物件を家主から借り上げ、第三者に再度貸し出す（転賃）形

※安⼼の家賃保証
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賃料形態

初期費⽤負担

収益リスク・リターン

運営コスト

メリット

デメリット

売上変動による変動賃料

オーナー様負担

収益変動あり、リスクはあるがアップサイドあり

オーナー様負担

⾼収益が狙える、家賃保証制度でリスク軽減が可能

賃料が変動するため安定性に⽋ける可能性あり

賃料形態

初期費⽤負担

収益リスク・リターン

運営コスト

メリット

デメリット

固定賃料

弊社負担（家具・家電含む）で少額

安定収⼊だがアップサイドなし

弊社負担

初期投資が少なく安定収⼊が⾒込める

賃料の上限が固定されており収益拡⼤は限定的



Our service事業内�
宿泊施設の無⼈クラウド型運営：特徴①01

安定した収益の確保

①
当スキーム による 利益 賃貸収⼊は の 倍

▶�通常賃貸と⺠泊運営の収益差 ▶�収益例

2.62.6
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Our service事業内�
宿泊施設の無⼈クラウド型運営：特徴②01

⾃社ブランド

②
「Rela」ブランド

▶�Rela東松⼾
成⽥空港や⽻⽥空港からのアクセス良好な千葉県・松⼾市の
閑静なエリアにあるセルフチェックイン⽅式のホテル。
4つのコンセプトのお部屋はホテルライクで上品な佇まいが特徴。

積⽔ハウスのシャーメゾンブランドによる無⼈ホテル。�
千葉県・松⼾市では初めての無⼈ホテルとして開業。�コロナ禍での開業
にも関わらず、⾼⽔準の稼働率を維持。�

・部�屋�数�：全16室
・最⼤収容⼈数：3〜11名
・ルームタイプ：1R・1LDK
・部屋⾯積�：29.94㎡〜70.68㎡

Rela押上/Rela柏駅⻄/Rela柏駅南/Rela柏駅北
Rela南流⼭/Rela博多祇園/Rela沖縄松⼭

※2025年4⽉時点確定案件
▶�メリット

・当社でSNS等ブランディング（当社費⽤負担）
・リピーターによる直予約促進に伴うOTA⼿数料削減＝利益向上

当社では、今後も新築案件において企画・開発段階から携わるこ
とを前提に、⺠泊事業の展開をさらに加速してまいります。
�これにより、より⾼品質で収益性の⾼い物件運⽤を実現し、
持続的な成⻑を⽬指しております。
今後のプロジェクトにもぜひご参画いただきたく、
ともに価値ある事業を創り上げていければと考えております。
�ご検討のほど、よろしくお願いいたします。

▶�今後の展望
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今後のブランド展開� ▶�



01

共同住宅における廊下、階段、エレベーター、エントランスホール
などの共⽤部分は、容積率の算定対象となる延べ床⾯積から除外さ
れます。ただし、ホテルは上記共⽤部分が容積算定の対象となりま
す。そのため、⼀般的な共同住宅に⽐べ、建物全体のボリュームを
抑えた設計が必要となります。
「第⼀種中⾼層住居専⽤地域」のように「専⽤」が付く⽤途地域で
は建築が制限されますが、「第⼀種住居地域」など「専⽤」が付か
ない住居地域であれば建築が可能です。
いわゆる「（五）項�イ」に該当するホテルの消防基準に準拠してい
ます。詳細については以下のリンクをご参照ください。
https://fire.co.jp/document/law/law5_1/
共⽤部には、リネン庫やゴミ庫を設置し、必要に応じて喫煙所も設
けることで、利⽤者の利便性を⾼めています。

B

Our service事業内�
宿泊施設の無⼈クラウド型運営：留意点、追加コスト

アパートメントホテル建設の留意点
A

容積率

⽤途地域

消防基準

共⽤部

通常賃貸からの追加コスト

消防

家具家電

許可申請
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Operation example��事例
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Operation example��事例
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Operation example��事例 - リプレイス・リノベーション・��
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Our service事業内�
不動産事業

⼟地活⽤ 既存建物の活⽤ リブランディング
既存⼟地の有効活⽤として無⼈ホテル運⽤を提案し、
⼟地価値向上をサポートします。⽴地に適したホテル運
営プランをゼロから提案し、安定収益を⽬指すコンサル
ティングを提供。
�また、マンション建設を検討中のオーナー様にも、
宿泊施設としての新たな運⽤⽅法を提⽰し、更なる可能
性を追求します。

アパートメントホテル・⺠泊への転⽤でバリューアップ
を実現。
物件の所有者は従来の利⽤⽅法よりも⾼い収益を得るこ
とが可能となります。
新たな運⽤モデルを提案し、既存物件のバリューアップ
を実現します。

既存ホテルや宿泊施設のバリューアップ。
既存のホテルや宿泊施設に対して無⼈・省⼈化を導⼊
し、収益の改善を図ります。�また、ターゲット層の変
更を含むトータルリブランディングを⾏うことで、物件
の価値を最⼤限に引き出します。これにより、持続可能
な運営を実現し、さらなる収益向上を⽬指します。
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03

Our service事業内�
ホテル開業に向けた包括的な
コンサルティング事業

04 デザイン・設計・施⼯事業
「リノぐら」

⼟地選定・建物設計段階から参画し、最適な建築プラン・間取りの提案や
内装備品や家具家電の選定、コーディネート、ホテル⼈員の教育や各種調整
業務など、宿泊施設を開業させるために必要な業務全般のコンサルティング
を⾏います。

宿泊施設の新築やリノベーションにおいて、コンセプトデザインから設計、
施⼯までの全プロセスを包括的にサポートします。施設の特徴や⽴地に合わせ
た最適なデザインプランをご提案します。お客様のニーズを第⼀に、効果的な
⼯期管理とコスト管理も徹底し、質の⾼い仕上がりをご提供いたします。
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Grand vision / Business development��の�� / 事業�開

宿泊施設の開発・運営会社からグローバルに展開する総合ホスピタリティ企業へと進化を遂げ、海外展開と事業多⾓化を通じて、
持続的な成⻑を実現してまいります。

デベロップ事業
⼩規模⽤地を⾃社で取得し、建築⼯事を
⾏ったうえで、竣⼯前に投資商品として
投資家に売却する事業モデルです。

01
上場計画

2028年の上場を⽬指し、準備を進めてま
いります。東証グロースを主な⽬標市場
としますが、同時に地⽅証券取引所など
も選択として残しながら事業拡⼤の基盤
を構築していきます。

03
⼩規模ホテル開発

来期以降、年間10〜20本程度の⼩規模ホ
テル開発を⾏います。所有はせず、開発
完了までに売却することで資⾦効率を⾼
める事業モデルです。

02

海外展開戦略
海外での無⼈ホテル運営事業を事業戦略
として構想しています。多くの先進国で
は⽇本モデルの横展開が可能であると考
えております。

04
SDGS達成への貢献

環境に配慮した建築・運営を推進し、持
続可能な社会の実現に貢献していきま
す。また多様な⽂化背景を持つ⼈々の共
⽣をサポートしていきます。

06
外国⼈向け住居事業

外国⼈専⽤のマンション管理・開発事業
を事業戦略として構想しています。外国
⼈労働者向けの住居提供を通じ、⽇本で
働く外国⼈の⽣活基盤を⽀援します。

05
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2027
42.6%

2026
33.3%

2025
24.1%

2024
59.1%

2023
31.2%

2022
9.7%

来期は前年⽐38%増の18億円（利益2.5億円）、そして3年後には今期⽐77%増となる23億円（利益3.5億円）を⽬標と
しております。この成⻑計画は新規事業の展開と既存事業の強化によって実現してまいります。

2022
〜

2024

3年前と⽐較して3年後

12
当社事業収益

以上増加予測
倍

Grand vision / Revenues��の�� / ��

1.8�

5.8�11�

13�

18�

23�
2025
〜

2027
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Message代�メッセージ

⾐笠�達也
代表取締役�CEO

Tatsuya�Kinugasa

�界の�々のライフスタイルを
“ 快�かつ賢く�える ” サービスを提供する。

私たちGRApPは、無⼈でホテルを運営するクラウド型ホテルオペレーションサービスを提供し、宿泊業界に新しい価値を創造して
います。2015年に⺠泊事業に参⼊し、新たな市場の可能性を追求する中で、物件オーナー様の負担を軽減しながら、収益を最⼤化
する運営体制を構築してまいりました。
私たちの無⼈運営システムは、宿泊者に快適で安⼼な体験を提供し、オーナー様には最⼤の利益をもたらすことを⽬指しています。
常に市場の動向を⾒据え、運営⽅法やサービス内容を進化させることで、業界の⾰新をリードしていく所存です。
GRApPは、これからも新しい挑戦を続け、宿泊業界の未来を共に築いていくために尽⼒してまいります。
皆様のご⽀援に⼼から感謝申し上げます。
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Contact usお問�せ
お問い合わせやご質問がございましたら、お気軽に当社までご連絡ください。

また、弊社ウェブサイトからもお問い合わせいただけます。
その他、詳細情報等もご覧いただけます。

06-7777-2686 all@grapp.co.jp

平⽇�9:00〜18:00（⼟⽇・祝⽇除く）

https://grapp.co.jp/


